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○  説明概要 
 

   

 １ 研究事業の目的・概要 
 

 ２ アクティブ・ラーニングについて 
   本県の先進的な取組「考え・話し 
   合い・学び合う学習」推進事業 
 

 ３ 研究の実施に係る体制・取組概要 
  
 ４ 現時点での成果と課題 
   



 

【事業目的】 

 児童生徒が、課題の発見と解決に向けて主
体的・協働的に相互に学び合う学習方法につ
いて、児童生徒の発達の段階、学習内容に応
じた効果的な指導方法を明らかにし、県内
小・中学校への普及を図り、指導方法の工夫
改善を一層推進する。 

１ 研究事業の目的・概要 



【全体計画の概要】 

（１）加配教員 小学校５校に配置 

（２）加配教員の活用について 

  （＊アクティブ・ラーニング加配教員の配置要項及び実施計画書） 

  ○地区内の推進協力校との連携 

  ○課題解決型授業に関する分析 

  ○年間指導計画や実践事例集などの成果 

   物の作成 

（３）校内授業研究会・公開授業の開催 

（４）研究のまとめ 

１ 研究事業の目的・概要 



２ アクティブ・ラーニングについて先進的な取組 本県研究指定「考え・話し合い・ 

 学び合う学習」推進事業 



２ アクティブ・ラーニングについて先進的な取組 本県研究指定「考え・話し合い・ 

  学び合う学習」推進事業 



 ○学級集団が課題に対するゴールを共有 

 ○課題に対して自分の考えを明確にもち、一人 

  一人が学習に参加（自己との対話を重ねる） 

 ○他者とのかかわりを通して、自分とは異なっ 

  た多様な考えを総合的にまとめる（他者と相 

  互にかかわる） 

 ○課題解決に向けて協働して実践（自分や集団 

  の考えを発展させ,共に実践に参加する） 

 ○協調する学級文化 

 

２ アクティブ・ラーニングについて先進的な取組  

      本県研究指定「考え・話し合い・学び合う学習」推進事業 

    ［アクティブ・ラーニング授業のイメージ］  



【考え・話し合い・学び合う学習】推進協力校 

（１）４市町９校 
  ○桶川市立加納小学校・加納中学校 
  ○小川町立竹沢小学校・大河小学校・西中学校 
  ○秩父市立影森小学校・影森中学校 
  ○春日部市立上沖小学校・大沼中学校    
 
（２）各地区指導者 
  南部地区：慶應義塾大学  鹿毛雅治教授 
  西部地区：共栄大学    若手三喜雄教授 
  北部地区：埼玉大学    清水 誠教授 
  東部地区：文教大学    中本敬子教授 
  全体講師：文教大学    嶋野道弘教授 
 

３ 研究の実施に係る体制・取組概要 



＜平成２６年度 研究１年次＞ 

（１）推進検討委員会 

  ①第１回 平成２６年５月１６日（金）１４：３０～１６：３０ 埼玉会館  

   ・文教大学教授 嶋野道弘先生による講演会 

   ・事業の方向性について 

  ②第２回 平成２６年７月３１日（木）１４：３０～１６：３０ 市民会館うらわ 

   ・学び合う学習のポイントと手法について 

   ・今後の研究の方向性について 

  ③第３回 平成２７年２月１２日（木）１４：３０～１６：３０ 市民会館うらわ 

   ・各推進協力校からの実践報告  ・課題と今後の取組の方向性（次年度の見通し） 

 （２）各推進協力校の主な取組 

  ①校内授業研会の開催（平成２６年９月～平成２７年２月）  

  ②公開授業研究会 ・桶川市：１０月３１日（金） ・小川町： ２月２０日（金） 

           ・秩父市： ２月１７日（火） ・春日部市：２月１３日（金） 

  

＜平成２７年度 研究２年次＞ 

 ・１年次の成果を生かしつつ、児童生徒が学び合う学習について、児童生徒の発達の段階、学
習内容等に応じた実践を体系的に整理することで、効果的な活用を明らかにしていく。 

３ 研究の実施に係る体制・取組概要 



【成果】（教員・児童・生徒対象意識調査結果） 

  ○推進協力校において、９割を超える教員が「学  

  び合う学習」の必要性を感じている。 

 ○８割を超える児童生徒が「学び合う授業が好 

  き」と回答している。 
 

【課題】 

 ○「学び合う学習」の効果的な指導方法を明らか 

  にする。 

 

４ 現時点での成果と課題 


